
い
わ
ぬ
ま

～
平
成
2
6
年
7
月
定
例
会
～

熱
心
な
、ま
な
ざ
し
で

2
014・10

第125
号

市
議
会
だ
よ
り

「
夏
休
み
ニ
コ
ニ
コ
学
習
会
」

岩
沼
中
学
校
の
お
に
い
さ
ん
や
お
ね
え
さ
ん
11人

が
自
主
勉
強
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
26年

8月
22日

撮
影
）

主
 な
 内
 容

◆
7月
定
例
会
の
概
要
・
主
な
議
案
な
ど
…
…
…
…
…
…
2～
4

◆
一
般
質
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5～
9

◆
傍
聴
席
か
ら
な
ど
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

◆
議
員
の
納
税
等
の
状
況
な
ど
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

◆
政
務
活
動
費
収
支
報
告
・
編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
12

主
 な
 内
 容

◆
7月
定
例
会
の
概
要
・
主
な
議
案
な
ど
…
…
…
…
…
…
2～
4

◆
一
般
質
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5～
9

◆
傍
聴
席
か
ら
な
ど
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

◆
議
員
の
納
税
等
の
状
況
な
ど
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

◆
政
務
活
動
費
収
支
報
告
・
編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
12

主
 な
 内
 容

◆
7月
定
例
会
の
概
要
・
主
な
議
案
な
ど
…
…
…
…
…
…
2～
4

◆
一
般
質
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5～
9

◆
傍
聴
席
か
ら
な
ど
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

◆
議
員
の
納
税
等
の
状
況
な
ど
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

◆
政
務
活
動
費
収
支
報
告
・
編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
12
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市議会だより　10月号

主 

な 

議 

案

◆ 

承
認
１
号　

専
決
処
分
・
岩

沼
市
市
税
条
例
等
（
一
部
改

正
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
法
人
市
民
税
に
お
け

る
法
人
税
割
の
税
率
引
き
下

げ
、
軽
自
動
車
税
に
お
け
る

標
準
税
率
の
引
き
上
げ
及
び

重
課
の
導
入
、
文
言
の
整
理

等
を
行
う
も
の
。

◆ 

承
認
２
号　

専
決
処
分
・
岩

沼
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

（
一
部
改
正
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
に

お
け
る
賦
課
限
度
額
の
引
き

上
げ
、
保
険
税
軽
減
の
判
定

基
準
の
見
直
し
等
を
行
う
も

の
。

◆ 

承
認
３
号　

専
決
処
分
・
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
国
に
よ

る
避
難
指
示
等
対
象
地
域
か

ら
の
転
入
世
帯
に
係
る
岩
沼

市
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

に
関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
子

力
発
電
所
事
故
に
伴
う
避
難

の
た
め
転
入
し
た
被
保
険
者

の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
、
26
年
度
も
引
き
続
き
減

免
を
行
う
も
の
。

◆ 

承
認
４
号　

専
決
処
分
・
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
国
に
よ

る
避
難
指
示
等
対
象
地
域
か

ら
の
転
入
者
に
係
る
岩
沼
市

介
護
保
険
料
の
免
除
に
関
す

る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
子

力
発
電
所
事
故
に
伴
う
避
難

の
た
め
転
入
し
た
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
、
26
年
度
も
引
き
続
き

免
除
す
る
も
の
。

◆ 

議
案
49
号　

平
成
26
年
度
岩

沼
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
で
は
、
復
興
交
付
金

第
９
回
申
請
に
伴
う
国
庫
支

出
金
の
増
及
び
千
年
希
望
の

丘
整
備
に
係
る
基
金
繰
入
金

の
増
等
に
よ
り
、歳
出
で
は
、

宅
盤
外
周
整
備
事
業
及
び
千

年
希
望
の
丘
整
備
事
業
に
お

け
る
事
業
費
の
追
加
等
に
よ

り
、
総
額
を
３
６
７
億
95
万

２
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

７
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で

平
成
26
年
第
３
回
（
７
月
）
定
例
会

補
正
予
算
２
件
を
含
む
20
議
案
を
可
決

　

岩
沼
市
議
会
の
7
月
定
例
会
（
平
成
26
年
第
3
回
議
会
）
は
7
月
1
日
に
招
集
さ
れ
、
10
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
専
決
処
分
9
件
、
条
例
案
2
件
、
補
正
予
算
案
2
件
の
ほ
か
7
件
が
提
出
さ
れ
、
審

議
の
結
果
20
議
案
全
て
を
原
案
通
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
で
は
、
玉
浦
西
地
区
宅
盤
外
周
整
備
事
業
費
、
千
年

希
望
の
丘
整
備
事
業
費
等
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
志
賀
地
区
を
犯
罪
者
扱
い
し
た
宍
戸
幸
次
議
員
に
対
し
、
質
問
通
告
書
の
削
除
及
び
謝
罪
を
求

め
る
請
願
」
の
審
査
は
、
ま
ず
、
議
会
運
営
委
員
会
で
行
い
ま
し
た
。
宍
戸
議
員
か
ら
話
を
聞
く

な
ど
審
査
を
重
ね
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
4
、
反
対
3
で
採
択
す
べ
き
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
本

会
議
で
は
最
終
日
に
、
質
疑
、
討
論
し
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
9
、
反
対
6
で
一
部
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
の
須
藤
功
議
員
の
不
穏
当
な
発
言
に
関
し
て
議
会
運
営
委
員
会
や
懲
罰
特
別
委
員

会
が
開
か
れ
る
な
ど
議
会
が
混
乱
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
2
件
提
出
の
う
ち
1
件
を
可
決
、
1
件
は
否
決
さ
れ
、
一
般
質
問
は
10
人
が
行
い
ま

し
た
。市

税
条
例
等
の
改
正
を
承
認

市
税
条
例
等
の
改
正
を
承
認
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市議会だより　10月号

議 
員 

発 

議

◆ 

発
議
案
２
号　

須
藤
功
議
員

に
対
す
る
懲
罰
動
議

　

須
藤
功
議
員
は
、
７
月
９

日
の
一
般
質
問
で
「
議
会
に

対
し
て
言
論
封
殺
と
思
え
る

よ
う
な
請
願
が
出
さ
れ
た
」

と
発
言
を
し
た
こ
と
か
ら
、

市
民
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
に

対
し
て
封
殺
と
表
現
し
た
発

言
の
取
扱
い
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
髙
橋
孝

内
議
長
は
休
憩
中
に
須
藤
議

員
に
発
言
を
取
り
消
す
よ
う

促
し
ま
し
た
が
拒
否
さ
れ
た

た
め
、
そ
の
取
扱
い
を
議
会

運
営
委
員
会
（
議
運
委
）
に

諮
問
し
ま
し
た
。

　

議
運
委
で
は
、「
発
言
は

不
穏
当
と
認
め
、
会
議
規
則

第
63
条
の
規
定
に
基
づ
き
発

言
を
取
消
し
、
あ
わ
せ
て
陳

謝
す
べ
き
」と
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
議
長
は
本
会

議
で
発
言
を
求
め
ま
し
た
が
、

須
藤
議
員
は
拒
否
し
た
こ
と

か
ら
、
左
に
示
し
た
通
り
懲

罰
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
懲
罰
の
件
は
、
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

請

願

◆ 

請
願
１
号　

志
賀
地
区
を
犯

罪
者
扱
い
し
た
宍
戸
幸
次
議

員
に
対
し
、
質
問
通
告
書
の

削
除
及
び
謝
罪
を
求
め
る
請

願

　

◎ 

請
願
者　

小
野
定
美
氏
外

１
７
２
名

　

本
請
願
は
、
議
会
運
営
委

員
会
に
付
託
、
審
査
し
ま
し

た
。
委
員
会
で
は
、
紹
介
議

員
か
ら
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
「『
一
般
質
問

通
告
書
の
記
載
内
容
の
削
除
』

に
つ
い
て
は
、
前
議
会
の
閉
会

後
に
会
議
内
容
に
変
更
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
そ
の
ま
ま
採
択
す
べ

き
も
の
と
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
当
該
議
員
の一
般
質

問
で
の
通
告
書
及
び
発
言
を

鑑
み
る
と
そ
の
他
の
事
項
に
つ

い
て
は
採
択
す
べ
き
も
の
と
考

え
る
。
な
お
、
請
願
の
趣
旨
に

鑑
み
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
当
該

通
告
に
つ
い
て
は
表
示
さ
れ
な

い
よ
う
議
長
に
お
い
て
取
り
計

ら
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
付

さ
れ
一
部
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
、
本
会
議
に
お
い
て
も
、

委
員
長
報
告
の
通
り
一
部
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

意　

見　

書

◆ 

意
見
書
案
３
号　

集
団
的
自

衛
権
行
使
を
容
認
す
る
解
釈

改
憲
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求

め
る
意
見
書　
（
否
決
）

◆ 

意
見
書
案
４
号　

労
働
者
保

護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求
め

る
意
見
書　

働
く
者
の
犠
牲

の
上
に
成
長
戦
略
を
描
く
こ

と
は
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
国
に

対
し
て
、
①
「
解
雇
の
金
銭

解
決
制
度
」
の
導
入
、「
限

定
正
社
員
」
の
普
及
、「
新

た
な
労
働
時
間
制
度
」
の
創

設
な
ど
は
、
行
う
べ
き
で
は

な
い
こ
と
、
②
派
遣
労
働
者

の
よ
り
安
定
し
た
直
接
雇
用

へ
の
誘
導
と
処
遇
改
善
に
向

け
た
法
改
正
を
行
う
べ
き
こ

と
を
求
め
る
も
の
（
可
決
）

議 
員 

表 

彰

　

５
月
28
日
に
開
か
れ
た
全
国

市
議
会
議
長
会
総
会
で
、
次
の

議
員
が
同
会
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

◆ 

一
般
表
彰（
議
員
在
職
10
年
）

森　

繁
男
、
布
田
一
民

国
井
宗
和
、
松
田
由
雄

佐
藤
一
郎
、
櫻
井　

隆

須
藤
議
員
へ
の
懲
罰
動
議

須
藤
議
員
へ
の
懲
罰
動
議

須藤功議員に対する懲罰動議

　平成26年7月9日の須藤功議員の
一般質問の際の「議会に対して言論
封殺と思えるような請願が出され
た」との発言について、議長が会議
休憩中に発言の取消しを促したが拒
否した。また、同日開催された議会
運営委員会において不穏当発言であ
ることからその発言を取り消した
上、陳謝すべきであることを決した
ところである。この議運決定を受け
議長において発言を求めたが、「私
の議員としての意見、個人としての
感想を述べたまでであって、その文
言を取消すということはいたしませ
ん。もしも、この文言を取消すとい
うほうが、議会での意見が益々言論
封殺につながるのではないか」と議
会運営委員会の決定を拒否し、さら
に、地方自治法第129条の規定に基
づく議長からの発言の取消し命令が
なされたがこれも拒否した。
　須藤議員は、常日頃から市民の意
見を広く聞く開かれた議会を標榜さ
れているにもかかわらず都合の悪い
ことが生じるとこれを封じるような
発言を行っている。これは、請願権
を行使しようとする市民を委縮さ
せ、逆に市民に対して圧力をかけて
いると言わざるを得ないことから、
地方自治法第132条に規定する無礼
な言葉であり、会議規則第142条の
規定にも反する品位を欠いた言動と
言わざるを得ない。
　よって、地方自治法第135条第2
項及び会議規則第151条第1項の規
定により、須藤功議員に対し懲罰を
要求するものである。

表彰される森繁男副議長
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市議会だより　10月号

陳

情

◆ 
陳
情
４
号　

地
方
教
育
行
政

へ
の
国
や
首
長
の
関
与
の
強

化
に
反
対
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情

　

◎ 

陳
情
者　

民
主
教
育
を
す

す
め
る
宮
城
の
会
代
表
外

１
団
体

◆ 

陳
情
５
号　

漫
画
「
は
だ
し

の
ゲ
ン
」
の
配
架
に
係
る
調

査
に
対
す
る
陳
情

　

◎ 

陳
情
者　

民
主
教
育
を
す

す
め
る
宮
城
の
会
代
表
外

１
団
体

◆ 

陳
情
６
号　

介
護
保
険
法
見

直
し
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

　

◎ 

陳
情
者　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介

護
サ
ー
ビ
ス
非
営
利
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や
ぎ
理

事
長

◆ 

陳
情
７
号　

２
０
１
５
年
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
け
て

日
本
政
府
に
核
兵
器
全
面
禁

止
の
た
め
の
行
動
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
お
願
い

　

◎ 

陳
情
者　

２
０
１
４
年
原

水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行

進
宮
城
県
実
行
委
員
会
代

表
委
員

◆ 

陳
情
８
号　

子
ど
も
、
子
育

て
新
制
度
に
つ
い
て
の
陳
情

　

◎ 

陳
情
者　

宮
城
県
保
育
関

係
団
体
連
絡
会
会
長
外
３

団
体

◆ 

陳
情
９
号　

東
日
本
大
震
災

被
災
者
の
医
療
費
一
部
負
担

金
免
除
及
び
介
護
保
険
利
用

者
負
担
の
減
免
を
被
災
市
町

村
の
負
担
に
よ
ら
ず
継
続
す

る
た
め
の
財
政
措
置
を
求
め

る
陳
情

　

◎ 

陳
情
者　

宮
城
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会
会
長

◆ 

陳
情
10
号　

介
護
保
険
制
度

次
期
見
直
し
に
あ
た
り
「
要

支
援
者
へ
の
介
護
予
防
給
付

の
従
来
通
り
の
継
続
」「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

居
を
要
介
護
３
以
上
に
限
定

せ
ず
従
来
通
り
と
す
る
こ

と
」「
利
用
者
負
担
増
の
中

止
」
を
求
め
る
意
見
書
採
択

を
求
め
る
陳
情
書

　

◎ 

陳
情
者　

宮
城
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会
会
長

◆ 

陳
情
11
号　

東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
、
就
学
困
難
な
幼

児
・
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

支
援
事
業
に
か
か
る
陳
情
書

　

◎ 

陳
情
者　

民
主
教
育
を
す

す
め
る
宮
城
の
会
代
表

◆ 

陳
情
12
号　

陳
情
書

　

◎ 

陳
情
者　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
秘

密
保
護
法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

宮
城

議…議長につき表決権がありません、○…賛成、×…反対、－…採決時不在

平成26年第3回（7月）定例会　議案等に対する議員の賛否状況と審議結果

議案番号

会派名・議員氏名

審議した議案等

改革・
初心

市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

岩沼政策
フォーラム

日
本

共
産
党

未
来

い
わ
ぬ
ま

い
わ
ぬ
ま

ア
シ
ス
ト

長
田　

忠
広

審議結果宍
戸　

幸
次

大
友　

克
寿

酒
井　

信
幸

森　
　

繁
男

布
田　

一
民

沼
田　

健
一

国
井　

宗
和

櫻
井　
　

隆

佐
藤　

一
郎

佐
藤　

淳
一

髙
橋　

孝
内

松
田　

由
雄

渡
辺
ふ
さ
子

飯
塚　

悦
男

布
田　

恵
美

大
友　
　

健

須
藤　
　

功
承 認 1 号 専決処分・岩沼市市税条例等（一部改正） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案承認

承 認 2 号 専決処分・岩沼市国民健康保険税条例（一部改正） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案承認

承 認 3 号 専決処分・東日本大震災に伴う国による避難指示等対象地域からの転入世帯に係る岩沼市国
民健康保険税の減免に関する条例（一部改正） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案承認

承 認 4 号 専決処分・東日本大震災に伴う国による避難指示等対象地域からの転入者に係る岩沼市介護
保険料の免除に関する条例（一部改正） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案承認

承 認 5 号 専決処分・平成 25年度岩沼市一般会計補正予算（第 7号） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案承認

承 認 6 号 専決処分・平成 25年度岩沼市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 4号） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案承認

承 認 7 号 専決処分・平成 25年度岩沼市介護保険事業特別会計補正予算（第 5号） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案承認

承 認 8 号 専決処分・平成 25年度岩沼市公共下水道事業特別会計補正予算（第 6号） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案承認

承 認 9 号 専決処分・平成 25年度岩沼市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 3号） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案承認

議案42号 岩沼市営住宅条例（一部改正） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案43号 岩沼市火災予防条例（一部改正） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案44号 工事請負契約の締結（市道藤曽根線外 1路線（避難路）道路改良工事） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案45号 財産の取得（防災集団移転促進事業（移転促進区域）） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案46号 建設工事委託に関する基本協定の変更 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案47号 和解及び損害賠償の額の決定 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案48号 和解及び損害賠償の額の決定 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案49号 平成 26年度岩沼市一般会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案50号 平成 26年度岩沼市水道事業会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案51号 工事請負契約の締結（橋梁災害復旧工事（2級市道早股長谷釜線 : 長谷釜橋）外 1） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案52号 工事請負契約の締結（橋梁災害復旧工事（1級市道新浜 2号線 : 新浜橋）外 1） ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

発 議 2 号 須藤功議員に対する懲罰の件 継続審査

意 見 3 号 集団的自衛権行使を容認する解釈改憲を行わないことを求める意見書 ○ × × 議 ○ × ○ × × 否　　決

意 見 4 号 労働者保護ルール改悪反対を求める意見書 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 原案可決

請 願 1 号 志賀地区を犯罪者扱いした宍戸幸次議員に対し、質問通告書の削除及び謝罪を求める請願 除 × ○ ○ 議 ○ × × － 一部採択
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問　

近
年
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

む
に
当
た
っ
て
、
認
知
症
高
齢
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
市
で
も
認
知
症
高
齢

者
が
徘
徊
（
は
い
か
い
）
し
、
行
方
不

明
に
な
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る

と
、
捜
索
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
に
も
書
い

て
あ
る
が
、
老
老
介
護
の
家
庭
に
つ
い

て
の
対
応
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

徘
徊
の
恐
れ
が
あ
る

高
齢
者
の
方
と
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
を
行

う
も
の
で
す
の
で
、
老
老
介
護
の
ご
家

庭
も
当
然
含
ま
れ
ま
す
。

問　

老
老
介
護
の
場
合
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
家

庭
に
入
り
切
れ
な
く
、
行
方
不
明
に
な

る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
詳

し
く
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
書
い
て
い

な
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
こ
れ
を
発
展

さ
せ
て
い
っ
て
、
そ
う
い
う
対
応
も
検

討
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

正
し
い
知
識
を
発
信
し
て
は

問　

認
知
症
と
い
う
病
気
に
対
す
る
偏

見
や
知
識
不
足
か
ら
、
家
族
に
認
知
症

の
家
族
が
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
な
か

な
か
受
け
入
れ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

が
あ
る
。
正
し
い
知
識
を
市
の
方
か
ら

も
発
信
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

健
康
福
祉
部
長　

そ
の
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
、
24
時
間
３

６
５
日
対
応
の
位
置
情
報
探
索
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
普
及
し
て
い
く
上
で
、

生
活
保
護
世
帯
、市
民
税
非
課
税
世
帯
、

４
月
か
ら
６
月
の
場
合
は
前
年
度
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
に
は
、
軽

減
措
置
を
講
じ
、
そ
の
上
で
有
効
利
用

い
た
だ
く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

こ
れ
か
ら
高
齢
化
に
向
け
て
、

ま
だ
ま
だ
認
知
症
対
応
を
手
厚
く
す
る

必
要
が
あ
る
中
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
高
齢
化
（
社
会
）、
そ
れ
か
ら
家
族
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
目
指
し
て
、
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も

う
少
し
研
究
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問　

・
仙
台
空
港
の
民
営
化

・
新
火
葬
場
建
設
計
画
等
に
関
し
て

問　

岩
沼
市
営
住
宅
条
例
に
「
入
居
予

定
者
は
、
２
名
の
連
帯
保
証
人
を
立
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
ま
た

「
連
帯
保
証
人
は
、
市
内
に
居
住
し
」

と
あ
る
が
、
親
族
等
も
亡
く
し
て
い
る

被
災
者
も
多
い
こ
と
か
ら
「
市
長
が
特

別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
入
居
予
定

者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」

の
条
文
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
緩
和

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

特
別
な
事
情
と
い
う
こ
と
で
、

被
災
者
に
限
り
連
帯
保
証
人
を
１
名
と

す
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
し
、
ま
た
、

原
則
、
困
難
な
場
合
に
限
り
、
市
外
に

お
住
ま
い
の
方
も
連
帯
保
証
人
と
認
め

る
よ
う
な
、
柔
軟
な
対
応
を
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

滞
納
で
も
入
居
さ
せ
る
べ
き

問　

入
居
資
格
要
件
に
「
市
町
村
民
税

な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
時
は
入
居
で
き

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
被
災
者
の

居
住
の
安
定
を
図
る
た
め
、
機
械
的
に

運
用
せ
ず
入
居
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長　

個
別
の
事
情
で
や
む
を
得
な
い

と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
完
納
誓
約
書

や
分
納
誓
約
書
、
契
約
書
と
か
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
入
居
を
可

能
と
す
る
な
ど
で
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問　

災
害
危
険
区
域
内
の
住
民
に
78
万

円
を
上
限
に
引
っ
越
し
代
が
補
助
さ
れ

て
い
る
が
、
税
の
滞
納
者
で
も
納
税
計

画
を
示
せ
ば
補
助
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

東
日
本
大
震
災
に
伴

う
住
宅
再
建
等
支
援
の
補
助
要
項
の
例

外
規
定
に
「
確
実
に
未
納
額
の
全
額
を

納
付
す
る
計
画
書
の
提
出
が
確
認
で
き

た
場
合
は
補
助
す
る
こ
と
も
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

問　

仮
設
住
宅
の
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
備

品
の
移
設
費
用
を
支
援
す
べ
き
で
な
い

か
。

健
康
福
祉
部
長　

宮
城
県
の
備
品
の
無

償
譲
渡
の
条
件
と
し
て
、
移
設
費
用
は

入
居
者
の
個
人
負
担
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
市
と
し
ま
し
て
も
個
別

に
移
設
費
用
の
補
助
を
行
う
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
教
育
行
政

・
西
小
学
校
の
マ
ン
モ
ス
化
対
策

一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問

徘
徊
高
齢
者
対
策

松
田　

由
雄

災
害
公
営
住
宅
入
居
に
関
す
る

被
災
者
支
援

渡
辺 

ふ
さ
子
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一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問

問　

現
在
（
７
月
１
日
）、
浄
水
場
内

に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
汚
染
土
が
保
管
さ
れ

て
い
る
の
か
。

水
道
事
業
所
長　

国
の
指
定
を
受
け
た

８
０
０
０
ベ
ク

レ
ル

を
超
え
る
指
定
廃
棄
物

４
５
８
㌧
、
そ
れ
以
下
で
管
理
型
最
終

処
分
場
に
埋
め
立
て
可
能
な
土
５
５
５

㌧
、
合
計
１
０
１
３
㌧
を
保
管
し
て
い

ま
す
。

問　

最
近
、
保
管
し
て
い
た
土
を
場
外

に
運
び
出
し
た
と
聞
い
た
が
、
ど
の
よ

う
な
土
を
ど
こ
に
運
び
出
し
た
の
か
。

水
道
事
業
所
長　

国
指
定
基
準
８
０
０

０
ベ
ク

レ
ル

以
下
の
浄
水
発
生
土
、
い
わ
ゆ

る
特
定
産
業
廃
棄
物
を
搬
出
し
ま
し

た
。

問　

ど
れ
ぐ
ら
い
の
量
の
土
を
、
ど
こ

に
運
ん
だ
の
か
。

水
道
事
業
所
長　

搬
出
し
た
土
量
は
７

４
４
㌧
で
す
。
搬
出
先
は
、
公
益
財
団

法
人
宮
城
県
環
境
事
業
公
社
で
運
営
し

て
い
る
管
理
型
最
終
処
分
場
ク
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
み
や
ぎ
（
大
和
町
）
で
す
。

問　

８
０
０
０
ベ
ク

レ
ル

以
下
の
土
を
搬
出

し
た
と
い
う
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
数
値

だ
っ
た
の
か
。

水
道
事
業
所
長　

最
大
数
値
は
４
７
０

０
ベ
ク

レ
ル

で
、
１
０
０
０
以
上
４
７
０
０

ベ
ク

レ
ル

の
間
で
す
。

地
元
住
民
に
説
明
し
た
の
か

問　

８
０
０
０
ベ
ク

レ
ル

以
下
の
土
だ
が
、

保
管
さ
れ
て
い
る
土
を
運
び
出
す
に
当

た
っ
て
、
地
元
住
民
や
町
内
会
へ
説
明

を
行
っ
た
の
か
。

市
長　

８
０
０
０
ベ
ク

レ
ル

以
下
の
浄
水
発

生
土
の
搬
出
に
つ
い
て
、
地
元
住
民
や

町
内
会
に
は
説
明
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

地
元
住
民
は
心
配
し
て
い
る
。
市

は
知
ら
せ
る
義
務
が
あ
る
。
運
び
出
す

土
が
ま
だ
５
５
５
㌧
残
っ
て
い
る
。
運

び
出
す
に
当
た
っ
て
今
後
搬
出
す
る

時
、
地
元
住
民
や
町
内
会
に
説
明
を
行

う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
の

で
、
心
配
さ
れ
な
い
よ
う
に
説
明
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
旧
公
設
小
売
市
場
の
跡
地
利
用

問　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
自
立
に

向
け
た
各
種
支
援
制
度
の
強
化
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

国
の
支
援
制
度
に
加
え
、
資
金

借
り
入
れ
へ
の
利
子
補
給
、
移
転
費
用

補
助
な
ど
の
市
独
自
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
新
た
に
、
集
団
移
転
先
の

被
災
者
宅
の
宅
盤
外
整
備
の
費
用
助
成

を
行
い
ま
す
。
加
え
て
、
助
成
制
度
に

限
ら
ず
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
や

健
康
づ
く
り
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
な
ど
、
幅
広
い
支
援
策
を
考

え
ま
す
。

問　
（
集
団
移
転
が
進
む
に
従
っ
て
）

仮
設
住
宅
に
空
き
室
が
増
え
る
が
、
仮

設
住
宅
に
と
ど
ま
る
世
帯
へ
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　

仮
設
住
宅
間
で
の
移
動
、
集
約

は
避
け
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
孤

立
化
防
止
に
十
分
配
慮
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

問　

集
団
移
転
も
個
別
移
転
も
し
な
い

（
で
き
な
い
）、
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い
か

決
め
か
ね
て
い
る
方
へ
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

対
策
を
講
じ
、
今
後
の
道
筋
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
自
立
し
て
い
た
だ
き
、（
自
立
を
難

し
く
し
て
い
る
）
国
の
制
度
に
も
意
見

を
言
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
（
自
立
で
き
ず
）
最
終
的
に
仮
設

住
宅
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
被
災
者
に
対

し
て
、
政
治
的
な
決
断
も
必
要
に
な
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

し
っ
か
り
寄
り
添
っ
て
、
自
立

で
き
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
き
、
決

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
に
は
、
政
治

的
決
断
も
考
え
ま
す
。

菊
地
カ
ラ
―
出
し
た
構
想
を

問　

い
わ
ぬ
ま
未
来
構
想
の
具
現
化
に

関
し
て
、
菊
地
カ
ラ
ー
を
鮮
明
に
出
し

た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
決
め
、
優
先

的
な
資
源
配
分
を
行
い
、
構
想
を
実
現

し
て
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
、
高
齢

化
へ
の
対
応
、
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど

を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
震
災
復
興
と
平

常
業
務
の
バ
ラ
ン
ス
、
財
政
的
な
問
題

を
考
え
る
と
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら

か
じ
取
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

玉
崎
浄
水
場
の
汚
染
土
の
処
理
等

酒
井　

信
幸

市
長
の
政
治
姿
勢

佐
藤　

淳
一
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一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問

問　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
医

療
、
介
護
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
安

心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
築
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

市
長　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継

続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
第
６

期
高
齢
者
福
祉
計
画
あ
る
い
は
介
護
保

険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
実
際
に
生
活

を
支
援
で
き
る
よ
う
な
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、計
画
段
階
か
ら
医
師
会
や
町
内
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
の
計
画
策
定
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

関
係
機
関
、
団
体
等

と
十
分
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
予
防
施
策
の
推
進
は

問　

２
０
２
５
年
に
は
、
認
知
症
高
齢

者
が
多
く
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

や
は
り
予
防
施
策
が
重
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い

く
か
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

高
齢
者
が
気
軽
に
足

を
運
べ
て
、
閉
じ
こ
も
り
を
解
消
で
き

る
交
流
の
場
を
設
け
る
と
か
、
就
労
の

場
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
を
日
常
生
活

圏
域
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　

２
月
議
会
で
認
知
症
の
早
期
発
見

の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
埼

玉
県
幸
手
市
の
状
況
を
紹
介
し
た
。
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
研
究
し
た
か
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

介
護
予
防
の
一
環
と

し
て
捉
え
て
有
効
な
手
段
だ
ろ
う
と
現

時
点
で
考
え
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
を
特

定
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
な

お
検
討
中
で
す
。

問　

認
知
症
を
理
解
す
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
な
の
で
、
例
え
ば
町
内
会
や
老

人
会
を
対
象
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
伺

う
。

健
康
福
祉
部
長　

そ
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
疾
病
予
防
施
策

・
集
団
移
転
事
業

問　

市
長
が
考
え
て
い
る
情
報
伝
達
体

制
整
備
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

市
長　

既
存
の
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、エ
フ
エ
ム
い
わ
ぬ
ま
を
充
実
さ
せ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
も
う
少
し

リ
ア
ル
な
情
報
を
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
は

問　

従
来
の
発
信
手
段
だ
け
で
な
く
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）を
通
じ
て
積
極
的
に
、

近
隣
の
交
通
渋
滞
、
催
し
、
岩
沼
市
の

今
の
情
報
を
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
受
発
信

の
意
味
で
は
大
変
有
用
で
す
。し
か
し
、

情
報
を
選
別
し
、
情
報
入
手
の
方
法
、

情
報
が
適
正
か
と
い
う
検
討
を
し
て
情

報
を
出
さ
な
い
と
、
一
方
で
は
大
変
難

し
い
状
態
に
陥
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
ま
だ
特
定
の
方
々
に
情
報
を
出
す

と
い
う
に
は
早
い
の
だ
と
考
え
ま
す
。

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
も
あ
る

が
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
欠
か
せ
な
い
伝
達
手
段
で
は
な
い

か
。

総
務
部
長　

他
市
町
で
も
発
信
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
一
方
的
な
発
信
が
多

い
よ
う
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
点
で
あ
る
双

方
向
性
が
不
十
分
か
と
思
い
ま
す
。
誤

っ
た
情
報
が
偽
り
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使

っ
て
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
困
り
ま

す
の
で
、
今
後
さ
ら
に
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

市
長
が
考
え
て
い
る
災
害
情
報
伝

達
の
充
実
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

市
長　

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
子
局
増

設
を
中
心
に
、
エ
フ
エ
ム
い
わ
ぬ
ま
で

流
し
、
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を

活
用
し
て
の
、
整
備
の
充
実
で
す
。

問　

エ
フ
エ
ム
の
態
勢
上
、
職
員
不
在

の
時
間
帯
も
あ
る
。
情
報
は
一
方
的
で

も
構
わ
な
い
の
で
、
岩
沼
市
、
消
防
署

が
発
し
て
い
る
、
確
か
な
情
報
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
岩
沼
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
発
す

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
情
報
の

大
事
さ
と
い
う
の
は
十
分
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
正
確
な
情
報
を
早
く
的
確
に

と
い
う
と
こ
ろ
に
も
う
少
し
検
討
す
る

余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
お
研
究

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問　

・
次
世
代
育
成
支
援

高
齢
者
支
援

長
田　

忠
広

情
報
伝
達
体
制
の
充
実

布
田　

恵
美
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問　

震
災
か
ら
３
年
経
過
し
た
が
、
岩

沼
駅
前
の
交
番
設
置
の
実
現
は
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
か
伺
う
。

市
民
経
済
部
長　

岩
沼
警
察
署
を
通
じ

宮
城
県
警
察
本
部
と
県
に
対
し
て
早
期

に
設
置
す
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
ま

す
。
県
で
は
被
災
沿
岸
施
設
の
整
備
を

優
先
し
て
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
で
き
る
だ
け
早
く
設
置

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
岩
沼
警
察
署
を

通
じ
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

赤
井
江
排
水
機
場
の
計
画
は

問　

震
災
に
よ
り
赤
井
江
の
排
水
機
場

計
画
が
早
ま
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
整

備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　

赤
井
江
の
ポ
ン
プ
場
、
今

回
遊
水
池
も
設
置
さ
れ
ま
す
。（
貞
山

堀
の
）
拡
幅
工
事
と
の
連
携
と
か
一
体

的
な
整
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
県

の
計
画
目
標
が
27
年
度
と
い
う
中
で
調

整
も
出
て
く
る
か
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問　

矢
野
目
の
雨
水
幹
線
及
び
排
水
ポ

ン
プ
場
（
の
排
水
能
力
）
が
23
㌧
毎
秒

か
ら
13
㌧
毎
秒
に
な
っ
た
。
こ
の
エ
リ

ア
は
臨
空
工
業
団
地
と
矢
野
目
地
区
が

あ
る
が
、
矢
野
目
西
地
区
の
開
発
も
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

建
設
部
長　

当
初
の
計
画
は
矢
野
目
、

工
業
団
地
の
ほ
か
に
葉
の
木
堀
か
ら
川

内
沢
川
ま
で
の
間
の
工
業
団
地
、
旧
工

業
団
地
を
含
め
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
一

般
保
留
地
含
め
て
将
来
の
土
地
利
用
計

画
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
将
来
的

に
は
23
㌧
毎
秒
ま
で
拡
幅
が
で
き
る
よ

う
設
計
し
て
い
ま
す
。

問　

二
野
倉
及
び
矢
野
目
の
雨
水
幹
線

及
び
排
水
ポ
ン
プ
場
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

建
設
部
長　

日
本
下
水
道
事
業
団
に
設

計
及
び
発
注
を
し
、
工
事
の
監
理
ま
で

を
行
っ
て
建
設
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

雨
水
幹
線
に
つ
い
て
は
現
在
、
玉
浦
西

地
区
の
西
側
付
近
か
ら
工
事
を
始
め
て

約
７
％
の
進
捗
率
で
す
。
排
水
ポ
ン
プ

場
は
、
機
械
、
電
気
工
事
を
今
年
２
月

に
契
約
し
、
ポ
ン
プ
等
の
製
造
の
準
備

中
で
す
。
ポ
ン
プ
場
の
建
設
工
事
は
、

資
材
や
人
件
費
の
高
騰
、
職
人
不
足
等

に
よ
り
不
調
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
７

月
中
旬
に
契
約
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

問　

選
挙
運
動
用
の
ビ
ラ
に
「
老
朽
化

し
た
火
葬
場
建
設
を
早
期
に
整
備
し
ま

す
」
と
あ
っ
た
。
新
市
長
は
新
火
葬
場

を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

市
長　

合
意
形
成
が
な
け
れ
ば
建
設
は

難
し
い
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
丁
寧
に
説
明
を
申
し
上
げ

協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。候

補
地
選
定
や
り
直
し
て
は

問　

周
辺
住
民
で
反
対
を
表
明
さ
れ
て

い
る
方
が
い
る
。
候
補
地
選
定
を
や
り

直
す
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長　

ま
だ
説
明
も
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
し
っ
か
り
説
明
を
し
て
、
住
民
の
協

力
を
得
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
今
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

問　

陸
上
競
技
場
を
ど
こ
ま
で
整
備
す

る
つ
も
り
か
。

教
育
次
長　

改
修
方
法
は
施
設
の
経
年

的
劣
化
の
部
分
で
、
ト
ラ
ッ
ク
全
面
の

改
修
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

問　

朝
日
山
公
園
に
あ
る
野
球
場
も
公

共
施
設
だ
と
思
う
。
野
球
場
は
、
近
隣

自
治
体
に
比
べ
か
な
り
老
朽
化
し
て
い

る
が
、
長
寿
命
化
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
か
。

総
務
部
長　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
を
検
討
す
る
中
で
進
め
て
い

き
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、
老
朽
化
の
度

合
い
、
安
全
性
、
緊
急
性
、
経
済
性
な

ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
優
先
順
位
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　

平
成
22
年
９
月
の
一
般
質
問
で
前

市
長
は
（
岩
沼
駅
）
連
絡
通
路
改
札
口

２
時
間
延
長
に
年
間
約
50
万
円
も
か
か

る
と
い
う
こ
と
で
時
間
延
長
は
見
送
ら

れ
た
。
市
民
の
利
便
性
を
鑑
み
、
再
度

時
間
延
長
を
望
む
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

市
長　

将
来
に
向
け
て
し
っ
か
り
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
駅
前
全
体

の
安
全
性
や
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考

え
て
時
間
延
長
は
本
当
に
必
要
か
ど
う

か
、
精
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

佐
藤　

一
郎

政
治
姿
勢

須
藤　

功
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市議会だより　10月号

問　

火
葬
場
用
地
の
問
題
を
私
な
り
に

総
括
す
る
と
、
町
内
会
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
提
出
書
類
に
問
題
が
あ
り
、
地
域

住
民
の
声
、
地
権
者
の
声
に
十
分
沿
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
裏
付
け
る

形
で
反
対
の
立
場
に
立
っ
た
方
が
い
る

と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
。
前
市
長
は

「
最
終
的
な
決
定
は
、
当
然
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
頂
か
な
け
れ
ば
進
め

ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
答
弁

し
て
い
る
。
志
賀
下
塩
ノ
入
地
区
予
定

地
の
行
政
側
の
今
後
の
対
応
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

ま
ず
、
新
火
葬
場
建
設
に
当
た

り
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
皆

さ
ん
、
志
賀
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

あ
り
が
た
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
と
よ

り
公
共
施
設
は
、
地
元
の
共
存
関
係
が

不
可
欠
で
す
。
従
い
ま
し
て
、
建
設
候

補
地
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
事
業
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
申
し
上
げ
、
ご
意

見
を
頂
戴
し
、
協
力
を
頂
き
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
前
市
長
が
申
し
上
げ
た
通
り
、
い

さ
さ
か
も
変
わ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ

ん
。

地
権
者
と
向
き
合
う
姿
勢
は

問　

強
引
に
大
方
賛
成
だ
か
ら
進
め
ら

れ
る
事
案
で
は
な
い
。
近
接
す
る
地
域

住
民
、
地
権
者
の
方
々
か
ら
１
０
０
％

の
同
意
を
得
な
い
う
ち
に
は
踏
み
込
め

な
い
の
で
は
な
い
か
。
と
り
わ
け
近
接

す
る
地
域
住
民
の
声
、
地
権
者
の
声
、

そ
こ
と
向
き
合
う
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

市
の
立
場
と
し
て
申
し
上
げ
ま

す
と
、
こ
れ
ま
で
地
域
に
入
っ
て
説
明

す
る
機
会
が
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ

も
進
ま
な
い
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ま
だ
場
所
の
具
体
的
な
特
定
も
説

明
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
面
積
、
地
権
者
、

そ
れ
ぞ
れ
ま
だ
不
明
確
な
中
で
、
ま
ず

も
っ
て
、
我
々
が
つ
く
ろ
う
と
す
る
新

火
葬
場
の
概
要
を
、
ま
ず
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
時
点
か
ら
、
ま

だ
お
話
し
し
て
い
な
い
も
の
で
す
か

ら
、
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
、
ど
ん

な
も
の
を
、
そ
れ
か
ら
住
民
に
ど
う
い

う
影
響
が
出
る
の
か
を
し
っ
か
り
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

問　

優
良
田
園
住
宅
の
建
設
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
国
土
交
通
省
・
農
林
水

産
省
の
共
管
法
）は
、
高
齢
化
の
進
展
、

耕
作
放
棄
地
の
増
大
等
の
課
題
を
抱
え

る
農
村
地
域
に
と
っ
て
田
園
住
環
境
の

形
成
を
通
じ
て
、
都
市
住
民
と
の
交
流

等
で
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
可
能
性
を

広
げ
ら
れ
る
。
市
町
村
が
主
体
的
に
取

り
組
む
ス
キ
ー
ム
に
な
っ
て
お
り
、
岩

沼
市
に
お
い
て
も
基
本
方
針
を
策
定
し

て
は
ど
う
か
。

市
長　

市
全
域
を
都
市
計
画
区
域
と
し

て
指
定
し
て
お
り
、
市
街
化
区
域
、
市

街
化
調
整
区
域
と
区
分
し
て
土
地
利
用

を
図
っ
て
お
り
、
今
の
時
点
で
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

優
良
田
園
住
宅
検
討
し
て
は

問　

地
域
を
活
性
化
す
る
と
い
う
視
点

か
ら
、
市
街
化
調
整
区
域
内
に
優
良
田

園
住
宅
を
今
後
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

国
、
県
と
の
協
議
の
場
も
必
要

で
あ
り
、
集
落
、
環
境
の
問
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
簡
単
に
宅
地
政
策
を
進
め

ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

問　

地
域
と
調
和
し
、
自
然
を
守
る
と

い
う
こ
と
が
こ
の
基
本
方
針
で
あ
り
、

限
界
集
落
・
人
口
減
少
の
問
題
か
ら
も

考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

国
の
考
え
、
推
移
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

志
賀
地
区
は
自
然
豊
か
な
地
域
で

あ
り
、
岩
沼
の
大
き
な
財
産
で
あ
る
。

自
然
環
境
の
保
全
、
調
和
を
図
り
、
都

市
計
画
や
農
業
政
策
と
の
融
合
を
図
り

な
が
ら
地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て

志
賀
地
区
に
優
良
田
園
住
宅
を
建
設
し

て
は
ど
う
か
。

市
長　

志
賀
地
区
の
意
向
を
聞
い
て
い

な
い
中
で
回
答
す
る
の
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
。
地
域
の
特
性
を
考
え
て
環
境

を
大
事
に
保
全
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問

優良田園住宅の要件

敷地面積
３００㎡ 以上

3階建て以下

建ぺい率 ３０%以下
容 積 率 ５０%以下

新
火
葬
場
建
設
事
業

宍
戸　

幸
次

優
良
田
園
住
宅
の
建
設
の
促
進

に
関
す
る
基
本
方
針
の
策
定

飯
塚　

悦
男
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一
般
質
問
の
資
料
に
１

日
目
、
２
日
目
、
３
日

目
と
は
っ
き
り
書
い
て

あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
と
い
う

名
目
で
空
港
周
辺
に

複
合
観
光
集
客
施
設

と
し
て
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
カ
ジ

ノ
は
設
け
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

新
火
葬
場
建
設
問
題

は
民
主
的
に
、
土
地
の

最
も
有
効
、
適
正
な

利
用
、
環
境
へ
の
影
響
等
を
慎

重
に
考
え
て
進
め
て
ほ
し
い
。

志
賀
下
塩
ノ
入
地
区
は
住
宅
地

の
そ
ば
。
住
宅
か
ら
離
れ
た
山

の
中
に
！議

会
が
徒
党
を
組
ん
で
、

感
情
的
に
横
暴
な
進
行

を
し
て
は
な
ら
な
い

し
、
大
い
に
議
論
を
理
路
整
然

と
戦
わ
せ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

懲
罰
…
内
容
が
く
だ

ら
な
す
ぎ
る
。
本
気
で

岩
沼
市
民
の
こ
と
を
考

え
て
ほ
し
い
。

質
問
に
的
を
得
な
い
回

答
を
し
、
自
己
主
張

の
み
繰
り
返
す
方
が

い
て
議
事
が
進
ま
な
い
場
面
が

あ
っ
た
。
動
議
の
内
容
が
傍
聴

者
に
も
分
か
り
や
す
い
と
良
い

の
で
は
？・

情
報
伝
達
体
制
（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
）
は
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
ら

い
い
と
思
う
。

・
災
害
公
営
住
宅
入
居
者
の
支

援
が
認
め
ら
れ
良
か
っ
た
。

・
西
小
の
マ
ン
モ
ス
化
に
驚
い

た
。
５
年
後
で
１
千
人
以
下
。

・
平
成
26
年
度
一
般
会

計
と
水
道
事
業
会
計

の
補
正
予
算
に
、
討

論
が
な
い
の
は
残
念
。

・
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認

す
る
解
釈
改
憲
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提

案
説
明
は
分
か
っ
た
。
岩
沼

市
自
治
体
と
し
て
（
非
核
）

平
和
宣
言
都
市
ら
し
く
市
民

の
声
を
大
き
く
運
動
し
て
、
戦

争
の
な
い
社
会
に
し
よ
う
。

60代
女性

60代
女性

50代
女性

70代
男性

70代
男性

50代
男性

70代
男性

60代
女性

傍
聴
席
か
ら
（
7
月
定
例
会 

傍
聴
者
数
87
）

●傍聴の申し込み（本会議の場合をご案内します）
　会議が開かれる当日の開会30分前から
　申し込みができます。
　 　議事堂入口（1階）
　　　　　　　傍聴券（団体の場合は、団体傍聴券）に
　　　　　　　お名前、ご住所を記入の上、
　　　　　　　３階の傍聴席へ移動していただきます。
　 　本会議の傍聴（3階）
　　　　　
　　　　　
　 　議事堂入口（1階）
　　　　　　　お帰りの際にはアンケートにご記入の上、
　　　　　　　傍聴券、アンケートを「傍聴受付箱」へ投函いただきます。

●傍聴の際のお願い
　議場は、市政全般にわたる重要事項を審議し、議会の意思決定を行う場なので、議場の秩序を維持する観
点から、一定の制限を行っています。
　※係員の指示に従って静粛に傍聴いただくようご協力をお願いします。
　※傍聴席は、空調の関係で声が聞きづらいことがありますので、ご了承願います。

議会を傍聴しません議会を傍聴しませんか。か。
皆さんの傍聴で、議場によい緊張感がもたらされ、議会が活性化します。
岩沼市議会では、本会議及び委員会等を公開していますので、どなたでも傍聴ができます。

「議会棟3階傍聴席」
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税目等
議員氏名

市県民税 固定資産税 国民健康保険税 軽自動車税 上下水道料金

佐 藤 淳 一 ○ ‒ ‒ ‒ ‒
大 友 　 健 〇 〇 〇 ‒ 〇
大 友 克 寿 ○ ‒ ○ 〇 ○
布 田 恵 美 ○ ‒ ‒ 〇 ‒
酒 井 信 幸 ○ ○ ○ ‒ ○
須 藤 　 功 ○ ○ ○ ‒ ○
渡辺ふさ子 ○ ○ ‒ ‒ ‒
櫻 井 　 隆 ○ ○ ○ ○ ‒
佐 藤 一 郎 ○ ○ ○ ○ ○
松 田 由 雄 ○ ○ ‒ ○ ‒
国 井 宗 和 ○ ○ ○ ‒ ○
布 田 一 民 ○ ○ ○ ‒ ‒
長 田 忠 広 ○ ○ ○ ‒ ○
宍 戸 幸 次 ○ ○ ○ ○ ○
飯 塚 悦 男 ○ ○ ○ ‒ ○
沼 田 健 一 ○ ○ ○ ‒ ○
森 　 繁 男 ○ ○ ○ ○ ○
髙 橋 孝 内 ○ ○ ○ ○ ○

※「○」=完納「－」=納税等の義務なし

議員の納税等の状況（平成25年度分）

 政治家の寄付は禁止。　 有権者が求めることも禁止。
政治家が、選挙区内の人にお金や物を贈ることは法律で禁止されています。

有権者が寄付を求めることも禁止されます。
　 ※政治家とは、候補者、候補者になろうとする者、現に公職にある者をいいます。

寄付の禁止の例　Ｑ＆Ａ
Ｑ．政治家が町内会の運動会に寸志を持参したり、会合にお弁当を差し入れることはできますか。

Ａ．罰則をもって禁止されます。
Ｑ．政治家の代理で結婚披露宴や葬式に出席し、祝儀や香典を相手方に供与することはできますか。

Ａ．罰則をもって禁止されます。
Ｑ．後援会が、その会員（選挙区内の者）の葬式に花輪や香典を出せますか。

Ａ．罰則をもって禁止されます。
次のものを除く寄付行為は罰則の対象となります。

・政治家自らが出席する結婚披露宴における祝儀 
・政治家自らが出席する葬式や通夜における香典

（ただし、通常一般の社交程度を超えていれば処罰されます。また、事前に
4 4 4

相手方に届けること
も処罰されます。）
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い
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ぬ
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議
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号
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行
／
岩
沼
市
議
会

〒
989－

2480　
宮
城
県
岩
沼
市
桜
一
丁
目
６
番
20号

☎
0223（

22）1111（
代
表
）　
内
線
 272・

273
印
刷
／
株
式
会
社
ソ
ノ
ベ

編
集
／
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

メ
ー
ル
　
  k-gikai@

city.iw
anum

a.m
iyagi.jp

H
P　
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w
w
.gikai-iw

anum
a.jp/

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

水
な
し
印
刷
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

平成26年9月26日発行

　

今
議
会
は
市
長
選
が
あ

り
７
月
の
招
集
で
し
た
。

　

４
月
末
に
は
玉
浦
西
防

災
集
団
移
転
地
の
引
き

渡
し
も
完
了
し
、
こ
れ
か

ら
は
菊
地
啓
夫
新
市
長
の

下
、
市
全
体
の
均
衡
あ
る
、

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
各
常
任
委

員
会
の
行
政
調
査
を
実
施

し
、
私
た
ち
は
全
国
の
先
進

事
例
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
、
学
校
教
育
、

救
急
医
療
、
企
業
誘
致
、

防
災
、新
火
葬
場
建
設・・・。

　

笑
顔
で
健
や
か
な
毎
日

を
皆
さ
ま
と
と
も
に
こ
の

岩
沼
市
で
過
ご
せ
ま
す
よ

う
課
題
改
善
に
精
一
杯
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

渡
辺
ふ
さ
子

　
副
委
員
長　

布
田　

恵
美

　

委　

員　

大
友　

克
寿

　
　
　
　
　

大
友　
　

健

　
　
　
　
　

長
田　

忠
広

　
　
　
　
　

佐
藤　
一
郎

　
　
　
　
　

佐
藤　

淳
一

　
　
　
　
　

布
田　
一
民

（単位：円）

会派 交付額
（Ａ）

支出額
（Ｂ）

支　　出　　内　　訳 不用額
（A-B）
※市へ返還調　査

研究費 研修費 広　報
広聴費

資　料
作成費

資　料
購入費

改革・初心 ※260,000 310,320 310,320 0

市民ネットワーク 160,000 204,210 204,210 0

岩沼政策フォーラム 480,000 510,525 510,525 0

未来いわぬま 160,000 261,767 103,980 10,000 147,787 0

日本共産党 160,000 190,934 190,934 0

いわぬまアシスト 160,000 222,453 221,433 1,020 0

長田忠広議員 ※60,000 103,440 103,440 0

集
後
記

編

岩沼市では、議員の調査研究その他の活動のために必要な経費の一部として、議員一人当たり年額
８万円の政務活動費を交付しています。
岩沼市議会では、毎年4月末までに全ての支出について領収書等の写しを添付し、議長宛て収支報

告書を提出することを義務付けています。
支出額が交付額に満たないとき（不用額）は、残額を市へ返還しています。
先進地を調査したり各種研修などに出席した際は、その報告書を提出しています。
収支報告書や研修報告書は、市議会ホームページに掲載していますので、どうぞご覧ください。

政務活動費の廃止
岩沼市議会では、平成26年4月1日から政務活動費を廃止しています。（平成25年9月議決）
※ 政務活動費を全面廃止し、被災された方々に少しでも寄与できるようにとの議員発議が可決され
ています。

※25年度中に会派の異動があり、交付額に変動がありました。

政務活動費収支報告平成25年度


